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使
用
を
中
止
し
て
い
る
。
�
財
政
当
局

と
も
調
整
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
、

速
や
か
に
撤
去
し
て
い
く
。
�
他
市
の

事
例
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け
経
費
の

か
か
ら
な
い
、
し
か
も
安
全
な
方
法
を

考
慮
し
て
い
く
。

■
こ
の
他
、
宮
崎
県
日
向
市
に
お
け
る
、

駅
周
辺
活
性
化
の
取
組
等
を
紹
介
し
、

行
政
か
ら
積
極
的
に
商
店
主
や
商
工
会

と
連
携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

強
調
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
は
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
小
型
簡
易
焼
却
炉
が
長
年

置
い
て
あ
る
。
�
使
用
停
止
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
。
�
児
童
・
生
徒
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
早
急
に
全
て
撤
去
す
べ

く
、
安
全
な
方
法
で
の
実
施
計
画
を
立

て
よ
。
�
撤
去
費
用
に
つ
い
て
、
現
地

解
体
方
式
か
ら
移
送
方
式
へ
変
更
し
、

大
幅
に
経
費
節
減
し
た
事
例
も
あ
る
。

先
進
市
を
よ
く
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。

　

教
育
部
長　

�
平
成　

年
４
月
か
ら

１０

小
・
中
学
校
の
簡
易
焼
却
炉
の

小
・
中
学
校
の
簡
易
焼
却
炉
の

早
期
撤
去
を
求
め
る

早
期
撤
去
を
求
め
る

ご
み
処
理
施
設
問
題

ご
み
処
理
施
設
問
題

の
進
め
方
に
つ
い
て

の
進
め
方
に
つ
い
て

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
２
候
補
地
以
外
の
公
園
な
ど
の
再

検
討
の
要
望
が
市
民
説
明
会
や
市
議
会

で
も
再
三
に
わ
た
っ
て
出
て
い
る
。
市

長
は
６
月
の
市
民
検
討
委
員
会
を
待
た

ず
、
東
京
都
と
政
治
レ
ベ
ル
で
交
渉
せ

よ
。
�
新
候
補
地
が
出
る
こ
と
を
国
分

寺
市
と
は
事
前
に
了
解
を
取
っ
た
の
か
。

�
国
分
寺
市
と
の
事
前
協
議
で
は
焼
却

以
外
の
処
理
方
法
も
議
論
を
。
�
関
心

あ
る
市
民
が
参
加
で
き
る
市
民
会
議
の

設
置
を
。

　

市
長　

�
市
民
検
討
委
員
会
で
議
論

に
な
れ
ば
だ
が
、
我
々
も
か
な
り
検
討

し
て
き
た
の
で
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�
現
在

話
し
て
い
な
い
。
�
処
理
方
式
ま
で
踏

み
込
ん
で
そ
こ
で
議
論
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
詰
め
る
。
�
候
補
地
が
絞
ら
れ
る

段
階
で
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る
考
え

だ
。

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
し
く
み
を

守
る
た
め
の
し
く
み
を

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
児
童
福
祉
法
等
が
改
正
さ
れ
、

個
々
の
問
題
に
き
ち
ん
と
対
応
す
る
体

制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
�
相
談
体
制

は
。
�
深
刻
な
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。
�

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
虐
待
の

問
題
解
決
の
た
め
の
専
門
職
員
を
増
員

す
べ
き
。
�
４
月
か
ら
庁
内
に
子
ど
も

家
庭
部
が
で
き
る
が
、
幼
稚
園
と
学
校

は
教
育
委
員
会
の
ま
ま
。
子
ど
も
に
関

す
る
総
合
窓
口
を
つ
く
ら
な
い
か
。
�

子
ど
も
の
緊
急
保
護
が
必
要
な
場
合
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
で
シ
ェ
ル
タ
ー

の
一
時
的
な
役
割
が
で
き
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
に
お

い
て
、
児
童
相
談
所
と
連
携
し
て
い
る
。

�
年
々
増
え
て
い
る
。
�
新
た
に
職
員

を
３
人
配
置
し
、
１
人
は
虐
待
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
す
る
。
�
関
係
機
関
で

連
携
し
、
子
育
て
支
援
課
で
相
談
業
務

を
充
実
さ
せ
た
い
。
�
検
討
し
た
い
。

財
政
健
全
化
と

財
政
健
全
化
と

住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

住
ん
で
良
か
っ
た
街
づ
く
り

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

�
夕
張
市
の
厳
し
い
再
建
計
画
は
他

山
の
石
か
。
�
行
財
政
健
全
化
が
進
み
、

今
後
の
重
点
施
策
は
。
�
最
重
要
課
題

の
安
全
安
心
の
た
め
の
債
務
負
担
限
度

は
。
�
�
南
口
第
２
地
区
の
見
通
し
と

東
側
対
策
は
。
�
連
雀
通
り
の
拡
幅
は
。

�
東
小
金
井
駅
北
口
の
見
通
し
と
東
大

通
り
の
両
方
通
行
は
。
�
新
ご
み
処
理

施
設
は
地
下
で
ガ
ス
化
。

　

市
長　

�
行
財
政
改
革
は
常
に
必
要
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
市
民
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
向
上
で
快
適
な
市
民
生
活
実
現
。

�
起
債
は
健
全
数
値
で
収
支
も
均
衡
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

�
�
本
格
的
調

査
。
�
平
成　

年
度
完
成
を
目
途
に
。

２０

�　

年
秋
着
工
、　

年
完
成
見
込
み
。

２０

２４

東
大
通
り
は　

年
度
末
完
成
予
定
。

２３

　

経
済
課
長　

�
�
六
地
蔵
を
整
備
し

来
街
者
を
回
遊
。
商
工
会
の
活
性
化
計

画
策
定
で
商
店
街
と
連
携
し
て
対
応
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

�
費
用

を
考
慮
。
ガ
ス
化
は
専
門
委
で
検
討
。

さ
ら
な
る
ご
み
減
量

さ
ら
な
る
ご
み
減
量

に
向
け
て

に
向
け
て

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
�
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
奨
励
し
、

埋
立
て
や
焼
却
処
分
に
な
っ
て
い
る
レ

ジ
袋
削
減
を
目
途
に
、
有
料
ご
み
袋
取

扱
店
に
よ
る
１
枚
売
り
を
実
施
し
な
い

か
。
�
割
り
箸
で
は
な
く
塗
り
箸
利
用

を
飲
食
店
に
協
力
要
請
を
。
�
職
員
食

堂
で
の
塗
り
箸
へ
の
移
行
は
。

　

環
境
部
長　

�
�
調
査
を
し
検
討
。

　

総
務
部
長　

�
洗
い
箸
と
食
器
洗
い

乾
燥
機
を
予
算
化
し
、
実
施
す
る
。

　

�
災
害
や
事
故
発
生
時
に
役
立
つ
よ

う
�
市
職
員
に
救
急
救
命
講
習
受
講
を
。

�
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
施
設
外
設
置
の
可
能
性
は
。

　

総
務
部
長　

�
全
職
員
を
対
象
に
受

講
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
�
現
時

点
で
は
施
設
外
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

�
貫
井
大
橋
か
ら
西
の
野
川
側
道
、

特
に
西
之
橋
か
ら
鞍
尾
根
橋
の
間
が
暗

く
て
危
険
な
の
で
、
街
路
灯
を
都
と
調

整
し
て
設
置
で
き
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

関
係
課
含
め
て
東
京
都

と
設
置
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
く
。

旧
耐
震
マ
ン
シ
ョ
ン
の

旧
耐
震
マ
ン
シ
ョ
ン
の

耐
震
化
を
促
進
す
べ
き

耐
震
化
を
促
進
す
べ
き

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

東
京
都
耐
震
促
進
計
画
の
素
案
が
発

表
さ
れ
た
。
�
合
意
形
成
が
難
し
い
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
耐
震
助
成
制
度
を

活
用
せ
よ
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
現
に

他
市
で
は
耐
震
診
断
の
助
成
制
度
を
定

め
て
い
る
。
小
金
井
市
で
も
助
成
制
度

を
策
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
�
同
時
に

耐
震
補
強
工
事
も
、
せ
め
て
利
子
補
給

す
べ
き
で
あ
る
。
�
助
成
制
度
策
定
前

に
、
自
費
で
診
断
し
た
場
合
、
遡
及
し

て
助
成
す
べ
き
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
平
成　

年
３
月

２０

ま
で
に
は
策
定
す
る
が
、
内
容
は
他
市

の
動
向
を
み
た
い
。
�
改
良
工
事
の
利

子
補
給
は
直
接
東
京
都
に
申
請
で
き
る
。

�
遡
及
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
思
う
が
、

策
定
時
ま
で
に
検
討
し
た
い
。

　

市
長　

�
私
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
も

該
当
す
る
。
今
後
の
研
究
課
題
で
他
市

の
動
向
を
見
て
判
断
す
る
。

も
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

　

市
長　

�
こ
れ
か
ら
建
て
て
い
く
わ

け
で
、
稼
動
は　

年
後
で
あ
る
。
�
現

１０

時
点
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
�
二
枚
橋
に
関
し
て
は
、
今
後

３
市
で
協
議
し
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

■
こ
の
他
に
、
再
開
発
１
の
Ⅱ
街
区
の

１
階
平
面
図
を
配
布
し
て
、
敷
地
内
通

路
の
安
全
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
の
退
職
金
を
減
額
す
べ
き

だ
と
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
市
長
は
説
明
会
で
「
最
新
の
施
設
、

安
全
な
施
設
を
導
入
す
る
」
と
繰
り
返

し
て
い
る
が
、
ど
こ
で
稼
動
し
て
い
る

施
設
が
安
全
・
最
新
だ
と
言
え
る
の
か
。

�
迷
惑
施
設
周
辺
の
宅
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
日
野
市
で
は
火
葬
場
付

近
を
減
免
し
て
い
る
。
�
調
布
市
長
は
、

市
役
所
Ｈ
Ｐ
で
、「
二
枚
橋
を
使
わ
せ

る
こ
と
に
反
対
」
と
９
回
も
言
っ
て
い

る
。
調
布
市
の
土
地
の
提
供
は
１
％
で

焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
問
う

焼
却
場
問
題
に
つ
い
て
問
う

防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

防
災
無
線
の
見
直
し
を

防
災
無
線
の
見
直
し
を

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

�
防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
。

　

総
務
部
長　

東
京
都
が
地
域
防
災
計

画
の
改
訂
作
業
中
。
小
金
井
市
も
改
訂

予
定
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

　

�
防
災
訓
練
に
つ
い
て
�
現
状
の
訓

練
内
容
。
�
市
職
員
の
災
害
時
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
持
ち
運
び
可
能
か
。
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
作
成
や
デ
ジ
タ
ル
化

を
検
討
し
て
み
て
は
。

　

総
務
部
長　

�
予
知
対
応
型
と
発
生

対
応
型
が
あ
り
、
平
常
時
か
ら
各
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
る
訓
練
を
し
て
い
る
。

１
月
に
は
東
京
都
と
図
上
訓
練
も
行
っ

た
。
�
Ａ
４
版　

ペ
ー
ジ
で
携
行
は
難

３５

し
い
の
で
検
討
し
た
い
。

　

�
防
災
行
政
無
線
（
ふ
れ
あ
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
）
が
聞
き
と
り
に
く
い
。
昨
年

６
月
か
ら
２
か
月
ご
と
５
曲
が
放
送
さ

れ
た
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
、
一
曲

を
年
間
通
し
て
放
送
な
ど
試
す
べ
き
。

　

市
長　

４
月
以
降
は
決
め
て
い
な
い

の
で
対
応
す
る
方
法
を
考
え
た
い
。


